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月
額
約
八
百
三
十
六
万
円
の
賃
借
料
が
発
生
し
て
い
る
在
ロ
シ
ア
日
本
国
大
使
館
の
旧
建
物
及
び
大
使
公
邸
に

関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
二
四
五
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

在
ロ
シ
ア
日
本
国
大
使
館
（
以
下
、
「
大
使
館
」
と
い
う
。
）
の
新
建
物
へ
の
移
転
が
二
〇
〇
七
年
三
月
三
十
日
に
完
了

し
て
い
る
一
方
で
、
「
大
使
館
」
の
旧
建
物
と
大
使
公
邸
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
外
務
省
と
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
と
の
間
で
協

議
が
続
け
ら
れ
、
更
に
そ
の
一
部
が
現
在
車
庫
や
倉
庫
、
洗
車
場
等
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
「
大
使
館
」
の
旧
建
物
と
大
使

公
邸
に
つ
き
、
現
在
も
月
額
約
八
百
三
十
六
万
円
も
の
賃
借
料
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
答
弁
書
で
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
大
使
館
」
に
つ
き
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
外
務
省
は
「
今
般
、
旧
事
務
所
の
大
半
を
返
却
す
る

こ
と
に
つ
き
合
意
し
た
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
右
の
合
意
は
い
つ
な
さ
れ
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
に
は
「
旧
事
務
所
の
大
半
を
返
却
す
る
」
と
あ
る
が
、
右
は
「
大
使
館
」
の
旧
事
務
所
の
み
を
返
却

し
、
大
使
公
邸
は
現
在
の
も
の
を
引
き
続
き
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

三

「
大
使
館
」
の
旧
事
務
所
を
返
却
し
た
後
、
外
務
省
が
ロ
シ
ア
側
に
支
払
う
賃
借
料
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

四

三
の
新
た
な
賃
借
料
と
こ
れ
ま
で
の
賃
借
料
の
差
額
は
い
く
ら
か
。

一



五

外
務
省
は
「
大
使
館
」
の
新
建
物
へ
の
移
転
が
済
ん
だ
後
も
、
旧
建
物
と
大
使
公
邸
の
取
り
扱
い
を
巡
り
、
ロ
シ
ア
側
と

協
議
を
続
け
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
移
転
後
、
右
の
協
議
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
原
因
は
な
に
か
。
「
前
回
答
弁
書
」
で
も

何
ら
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
右
は
、
外
務
省
と
し
て
、
同
じ
大
使
公
邸
を
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
を
希
望

し
た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
確
認
を
求
め
る
。

六

外
務
省
と
し
て
、
「
大
使
館
」
の
新
建
物
へ
の
移
転
が
決
ま
っ
た
時
点
で
、
旧
建
物
と
一
体
化
し
た
大
使
公
邸
で
は
な

く
、
新
た
な
公
邸
を
探
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
新
建
物
へ
の
移
転
が
決
ま
っ
た
後
も
、
別
途
賃
借
料

を
支
払
う
必
要
は
生
じ
ず
、
外
務
省
と
し
て
支
出
を
更
に
抑
制
で
き
、
少
な
く
と
も
四
の
差
額
は
節
約
で
き
た
と
考
え
る

が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

七

四
の
差
額
に
つ
い
て
、
例
え
ば
本
日
四
月
三
日
付
毎
日
新
聞
朝
刊
は
「
未
使
用
の
旧
在
露
日
本
大
使
館

年
四
千
四
百
万

円
浪
費

賃
借
契
約
や
っ
と
打
ち
切
り
」
と
、
ま
た
産
経
新
聞
は
「
旧
敷
地
の
『
ム
ダ
な
賃
貸
料
』
よ
う
や
く
決
着

露
の

日
本
大
使
館
」
、
読
売
新
聞
は
「
在
露
大
使
館
旧
庁
舎
を
返
還
、
二
年
越
し
倍
額
賃
料
を
解
消
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
右
の
様
な

見
出
し
記
事
で
、
外
務
省
に
よ
る
「
大
使
館
」
の
旧
建
物
並
び
に
大
使
公
邸
の
扱
い
に
は
大
き
な
無
駄
が
あ
っ
た
旨
報
じ
て

い
る
が
、
右
の
報
道
に
対
す
る
外
務
省
の
見
解
如
何
。

二



八

六
で
指
摘
し
た
様
に
、
外
務
省
が
前
も
っ
て
適
切
に
対
処
し
て
お
け
ば
、
少
な
く
と
も
四
の
差
額
は
節
約
で
き
た
も
の
と

考
え
る
が
、
外
務
省
と
し
て
、
同
省
に
お
け
る
「
大
使
館
」
の
旧
建
物
並
び
に
大
使
公
邸
の
扱
い
に
無
駄
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
か
。
国
民
に
対
し
、
堂
々
と
そ
の
旨
主
張
で
き
る
か
。

九

背
任
行
為
の
定
義
如
何
。

十

起
訴
休
職
外
務
事
務
官
の
佐
藤
優
氏
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
テ
ル
ア
ビ
ブ
大
学
教
授
の
ゴ
ロ
デ
ツ

キ
ー
氏
夫
妻
を
日
本
に
招
待
し
た
際
と
、
同
年
四
月
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
大
学
主
催
の
国
際
学
会
に
、
我
が
国
の
民
間
学
者
と
外

務
省
職
員
を
派
遣
し
た
際
に
、
国
際
機
関
で
あ
る
支
援
委
員
会
か
ら
法
に
反
す
る
形
で
資
金
を
引
き
出
す
と
い
う
背
任
行
為

を
行
っ
た
容
疑
を
か
け
ら
れ
、
二
〇
〇
二
年
に
逮
捕
さ
れ
た
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

十
一

外
務
省
と
し
て
、
本
来
な
ら
ば
少
な
く
と
も
四
の
差
額
は
節
約
で
き
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
年
に
渡
り
そ
の
金
額

を
支
払
っ
て
き
た
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
く
国
民
の
税
金
の
無
駄
遣
い
で
あ
り
、
国
民
に
対
す
る
背
任
行
為
に
該
当
す
る
と
考

え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

十
二

「
大
使
館
」
の
旧
建
物
並
び
に
大
使
公
邸
に
つ
い
て
当
方
が
十
一
で
指
摘
し
た
背
任
行
為
と
、
現
在
佐
藤
氏
が
容
疑
を

か
け
ら
れ
、
係
争
中
で
あ
る
背
任
行
為
は
、
本
質
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

三



右
質
問
す
る
。

四


